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又
は
（
け
》
か
《
く
わ
い
）
、
、
、
、
、
、
卦
”
な
ど
を
引
い
た
り
し
て
、
”
喚
發
”
と
押
し
つ
け
た
以
上
に
、
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
も
、
用
例
や
慣
用
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
が
、
こ
と
ば
と
し
て
は
極
め
て
普
通
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
は
餘
ｂ
使
は
れ
な
い
と
い
ふ
理
由
で
、
當
用
漢
字
か
ら
削
る
の
は
い
い
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
所
謂
文
化
人
ま
で
も
が
、
か
な
書
き
に
も
せ
ず
、
音
標
文
字
で
な
い
漢
字
と
漢
字
と
の
連
が
．
り
な
ど
を
無
覗
し
て
、
不
和
雷
同
然
と
使
っ
て
居
る
や
う
な
、
謂
は
ぱ
漢
字
・
漢
語
空
前
の
混
乱
に
際
し
て
は
、
お
の
づ
と
い
さ
さ
か
我
が
田
に
水
を
引
き
た
く
、
、
、
小
著
の
内
容
な
・
り
表
現
な
・
り
は
と
Ｊ
四
Ｕ
か
く
、
字
句
の
用
法
に
も
、
わ
ざ
と
時
代
感
覺
を
無
硯
し
た
庭
が
、
可
な
り
あ
る
。
即
ち
、
同
じ
字
が
ち
よ
。
つ
げ
ん
た
ん
た
ん
、
、
び
り
こ
び
と
、
重
な
る
場
合
Ｉ
専
門
的
に
申
せ
ば
、
”
童
一
一
一
一
口
“
で
あ
る
が
‐
‐
Ｉ
、
例
へ
ぱ
”
淡
淡
”
の
如
く
、
音
讃
す
る
時
は
同
じ
字
を
、
”
人
、
く
”
の
如
く
、
訓
、
、
、
讃
す
る
時
は
、
下
の
字
の
代
り
に
は
（
、
く
）
の
符
號
を
用
ひ
て
、
あ
へ
て
（
々
）
を
避
け
た
こ
と
や
、
”
間
”
の
字
の
如
き
、
引
用
文
中
の
は
、
、
、
白
］
他
と
も
に
俗
字
の
”
間
”
を
用
ひ
、
本
稿
の
場
合
は
、
す
べ
て
、
”
間
”
の
字
を
使
ふ
こ
と
に
し
た
り
、
そ
の
他
之
に
類
す
る
こ
と
が
綴
出
し
て
、
凸
版
印
刷
の
方
で
も
、
さ
ぞ
か
し
面
倒
だ
っ
た
ら
う
と
、
恐
縮
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
種
の
刊
行
物
と
し
て
は
、
恐
ら
く
小
著
が
最
後
の
も
の
で
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
”
根
抵
”
を
”
根
底
”
と
す
る
位
は
ま
だ
し
も
、
”
断
乎
”
を
平
氣
で
”
断
固
”
と
書
く
や
う
に
、
”
乎
“
■
ご
よ
し
や
島
グ
と
”
固
”
と
が
、
和
音
“
．
”
で
同
じ
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
考
へ
て
、
華
音
で
は
、
“
固
”
が
”
遇
”
の
韻
（
百
）
の
去
鑿
で
あ
．
、
リ
、
”
乎
“
が
ひ
ょ
う
Ｌ
や
う
え
９
く
わ
ん
”
虞
“
の
韻
（
宮
）
の
平
鑿
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
て
ん
で
眼
中
に
置
か
な
い
の
は
、
先
年
、
教
育
勅
語
”
煥
發
”
の
”
煥
“
を
、
易
の
”
換
の
て
、
不
斬
も
な
る
。
初
校
を
了
へ
て
思
ひ
出
す
の
は
、
十
数
年
前
の
墓
の
一
一
十
五
日
、
東
大
教
授
騨
谷
博
士
、
安
田
・
水
野
の
雨
學
士
（
當
時
は
、
東
大
學
生
）
の
東
道
の
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
坊
中
か
ら
、
吹
雪
を
冒
し
、
薑
道
を
通
っ
て
、
阿
蘇
登
山
を
し
た
後
で
、
そ
の
折
の
馬
眞
を
貰
っ
た
。
十
六
ミ
リ
の
映
嘉
機
に
よ
る
も
の
と
は
知
ら
ず
、
そ
の
後
上
京
し
て
、
元
の
男
爵
安
田
家
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
っ
た
自
分
の
歩
き
ぶ
り
を
見
た
時
の
幻
滅
で
あ
る
。
そ
の
時
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
安
田
家
が
戦
災
に
遭
っ
た
の
で
、
多
分
亡
く
な
っ
て
居
る
と
思
ふ
が
、
こ
の
た
び
小
著
に
映
る
自
分
の
小
照
は
、
今
更
ポ
ー
ズ
や
ス
タ
イ
ル
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
の
で
、
必
ず
や
餘
生
を
通
じ
て
、
己
が
醜
態
に
嫌
氣
が
さ
す
ば
か
り
で
あ
（ｈご『ノ。
、
、
、
、
、
中
共
の
略
字
に
し
て
も
、
餘
ｈ
ｖ
感
心
し
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
さ
す
が
は
本
家
だ
け
あ
っ
て
、
香
草
と
か
、
お
ほ
い
（
多
、
老
子
）
と
か
、
う
ん
、
ｊ
／
くさぎる（転、論語）とか、芸閣（蔵書の庫）・芸賓（書齋）とかの”芸”伽を、”藝術”の”鑿”①の代替品とＩ）ない
、
、
、
、
、
、
、
、
て、”＋乙木”ｉ血として居るのは、”乙”が”質”の韻①叺壯露（昨やわ）とＫ”灘”が”鐸”の韻①の去盤で、何れも灰
、
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｊ
／
い
っ
そ
く
いレ
ノ
Ｊ
ｉ
Ｉ
ｈ
、
じ
ゆ
つ
字
な
の
で
、
”
艸
”
の
下
に
”
乙
”
を
加
へ
て
、
”
一
乙
”
の
字
を
丸
”
犬
”
の
正
字
か
ら
”
木
”
の
字
を
そ
れ
ぞ
れ
新
作
ｌ
）
た
の
で
あ
ら
う
。
た
だ
、
文
字
の
園
だ
け
だ
あ
っ
て
、
手
許
に
あ
る
書
目
解
題
を
看
て
も
、
多
く
は
”
藝
術
“
と
正
字
を
使
ひ
、
日
本
の
や
う
に
、
”
芸
”
一
天
張
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
日
本
は
字
の
形
か
ら
、
中
共
は
字
の
音
か
ら
來
て
居
る
の
は
、
己
む
を
得
な
い
事
情
も
あ
る
け
れ
、
、
、
、
、
、
ど
も
、
筍
も
同
文
な
ど
申
す
な
ら
ば
、
い
ま
少
し
く
共
通
し
た
も
の
に
し
た
い
も
の
だ
。
も
つ
と
も
、
本
稿
で
は
、
な
る
べ
く
正
字
を
使
っ
た
●
、
、
と
申
し
て
●
も
、
“
同
窓
會
“
の
”
窓
”
の
字
の
や
う
に
、
以
前
か
ら
定
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
か
た
が
た
、
わ
ざ
と
”
賢
”
”
意
”
な
ど
の
正
字
を
避
け
た
の
も
、
な
い
で
は
な
い
。
巻
頭
の
”
開
校
紀
念
の
歌
”
の
下
に
も
一
一
一
一
一
口
し
た
が
、
校
正
で
そ
れ
以
上
に
骨
も
折
れ
、
時
間
を
費
し
た
の
は
、
”
武
夫
原
頭
”
の
曲
譜
で
●
あ
っ
た
。
”
五
十
年
史
”
の
時
も
、
原
稿
を
専
門
家
に
書
い
て
も
ら
ひ
、
そ
の
上
音
楽
の
専
門
家
に
も
見
て
も
ら
っ
た
の
に
、
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
数
箇
所
無
理
が
あ
る
こ
と
を
、
後
に
な
っ
て
知
っ
た
。
今
度
は
最
後
な
の
で
、
出
來
る
だ
け
正
確
な
も
の
を
残
し
て
置
き
た
い
と
考
へ
て
、
初
校
を
了
へ
て
こ
四
三
龍
南
へ
の
郷
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二四四
数種類の資料を榔畿（室う弦）し、一拍・二拍と、音樂のイ・ロ・ハから始め、樂器にも合せてもらひ、笑はれながら、白
、
、
、
．
、
分
で
も
歌
っ
て
み
た
り
し
て
、
こ
れ
な
ら
ば
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
、
校
正
し
て
返
遙
し
た
。
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か
は
、
保
護
の
限
り
でもないが、とにかく筆者としては剣道部歌中の”臆”の字どころの騒ぎではなかった。要するに、輔記とか傅蔦とかが、
如何に誤り易いかが察せられよう。有識具眼者の批正を俟つこと切なり笑、である。
さもあらぱあれ、五高時代には、好き嫌ひは別として、誰しも今の中學生・高校生以上に、漢字漢語に關心を有ち、又、
、
、
、
、
、
有たされた經験がある毒」とを想ひ起して、書名の”龍南への郷愁”にあやかり、龍南の追憶の一つにもと考へてやった一」
と
が
、
果
し
て
如
何
な
る
批
判
を
受
け
る
も
の
だ
ら
う
か
？
”五十年史”は、航空便を利用して、第六校までやり、その上、多くの人にも目を通してもらったのに拘らず、誤植を
免れなかったのに、このたびは、いろいろの都合で、第三校を、しかも自分だけで濟すわけで、誤字や誤植があるかも知
れない。己むを得ないことではあるが、ひとことお断りしておきたい。（昭和一一一十一一年八月二十五日、良人又復記す。）
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